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会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

3月定例会予定
3月 4日（火） 開会・提案説明

6日（木） 一般質問
7日（金） 一般質問

11日（火） 議案質疑
12日（水） 議案質疑・委員会付託
14日（金） 総務建設常任委員会
18日（火） 文教福祉常任委員会
25日（火） 討論・採決・閉会

※日程は、変更になる場合があります。
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議長席から見た議員席の様子です。

定例会の様子はリアルタイムで映像配信されますが、傍聴も

可能です。多くの方々に議場に足を運んでいただいて、緊張

感を感じていただければ幸いです。また、近隣市町では珍し

い楕円形でクラシカルな趣きのある議場もご覧ください。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　高齢化に伴って「免許の返納を」と言われるが、
現在のコミュニティバスの運行では利用し難い。
乗合タクシーのようなもっと利用しやすい移動
手段の確保をお願いしたい。

（河合さん　外坪地区）

　夕方のバスの時間が中途半端で買い物に使い
づらい、主婦にも優しいコミュニティバスにし
て欲しい。

（酒井さん　上小口地区）

～大口町に期待することは？～

▲12月定例会初日
議場にて

（関連記事 P.16）

▲12月定例会初日
議場にて

（関連記事 P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止
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防災備蓄について

●大口町として備蓄は何日分あるのか。ま
た、それは、何人規模を想定した備蓄か。

●自宅で避難生活を送るとなった場合、ど
れくらいの備蓄が必要か。

●災害を止めることはできないが、日頃か
らの備え、訓練、人とのつながりをつくる
取り組みから減災が大事であると思う。

●普段のときは、防災は無駄なコストと思
うが、いざ災害というときには必要。その
ことを、町民のみなさんが知らないと思う。

高齢者・障がい者

対応について

●災害時、高齢者や障がい者な
どの方々のリストを作って、
そういった人たちを助ける仕
組みが必要ではないか。

5年ぶりに開催しました議会報告会をみなさまとの対話中心の

みなさまからのご意見については、議員の一般質問や委員会等の 政策提案につなげるべく、調査・研究を行ってまいります。

１０
月
１２
日（
土
）

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
4
階
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
こ
ん
に
ち
は
大
口
町
議
会
で
す

令
和
6
年
度
 

大
口
町
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当日の内容

（1）開会あいさつ

（2）議長あいさつ

（3）第1部　議会報告会

・議会の概要

・総務建設常任委員会報告

・文教福祉常任委員会報告

（4）第2部　防災講座

題目　大口町の災害の歴史

講師　大口町歴史民俗資料館

学芸員 西松賢一郎氏

（5）第3部　議員との座談会

防災をテーマに6つのグループ

に分けて意見を伺った。

（6）閉会あいさつ

参加者数

　町民37名　議員15名

文教福祉常任委員会の報告内容（抜粋）
●令和6（2024）年度の活動
「予防福祉」による健康生活

●国民健康保険の課題解決へ
「国民健康保険の国庫負担を引上げ、国民健康保険制度の財
政基盤の一層の強化を図り、十分な被保険者支援を行うこと。」

の意見書を令和6年9月25日に採択し提出した。

総務建設常任委員会の報告内容（抜粋）
●令和6（2024）年度の活動
「地域まるごと防災」
地域と企業が一体となる防災についての調査・研究

●議会提案で実現した事業　役場南ひろば整備

●防災の課題解決へ
合瀬川の越水、氾濫対策
　平成29年に起こった集中豪雨による水害
　　　　　　　↓
　合瀬川の拡幅を含む整備事業へ

〈第1部　議会報告会〉

西松学芸員からは
『大口町も過去には震度5以上の地震が起こり、被害を受けている。
また、大きな水害も経験している。過去の災害を紐解くと、大口町
域でも犠牲者は少ないものの、家屋の全壊・半壊が全戸数の過半
数以上に及ぶことがあった。現代では、ライフライン（電気・ガス・
水道）が一定期間止まってしまう。「日頃の備え」がいかに重要か、
地震をはじめとした自然現象は地球の新陳代謝のようなものであ
り避けることはできないので、いかに付き合っていくかが大切。命
や財産を脅かすから災害となる。減災に努めることが大事。』
などのお話がありました。

〈第2部　防災講座〉

〈第3部　議員との座談会〉

みなさまからいただいた主なご意見です

防災広報について

●大口町の防災対策について、初めて知っ
たことが多かった。もっと町民に周知・PR
をして欲しい。

●「広報おおぐち」は見ているので、知って
おかなければならない内容を、毎号掲載し
て欲しい。そうすれば、どの「広報おおぐち」
だったかとか、探す必要はない。

●高齢者には、LINEとかFacebookの情報
を見てといわれても、細かい字の羅列で
見る気がしないので、冊子は、情報が古く
ならないよう、毎年改訂版を出して欲しい。
防災に関する冊子の字は大きくしてもらい、
高齢者が読みやすい工夫をして欲しい。

ホームページも
ご覧ください

●避難所の場所は分かるが、道路の分
断などでそこまで辿り着けない場合
もあるのではないか。町には、その辺
りまで考慮してもらいたい。

●避難所の前に一時退避できる場所を
作ってもらえないか。

●日頃から訓練をやっていないと行動
に移せないため、大口町全体で防災
訓練を定期的に行っていただきたい。

●一度、実際の体験の必要性を感じる。
小さい子どもを連れたサバイバルお
泊り会等があったら良いと思う。車中
泊等も体験させられたら良い。

避難体制について
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問□答□

問□答□

問□答□ 問□答□

問□答□ 問□答□

問□答□

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
議
会
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
事
業

が
活
発
化
し
、
町
内
に
は
多
く
の
笑
顔
が
溢
れ

る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
度

重
な
る
台
風
や
豪
雨
な
ど
、
気
候
変
動
の
影
響

と
思
わ
れ
る
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、
本

町
に
お
い
て
も
防
災
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
必

要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
物
価
高
騰
が
続
き
、
生
活
へ
の
負

担
が
重
く
の
し
か
か
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
向
き
合
い
、

町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
執
行
機
関
と
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え
、
次
世

代
へ
誇
れ
る
町
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
あ
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さ
つ大

口
町
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会
議
長
　
　

江
口
昌
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大
口
町
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会
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長
　
　

江
口
昌
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定例会で全議案可決定例会で全議案可決

議案 第52号
議案 第53号
議案 第54号
議案 第55号
議案 第56号
議案 第57号
議案 第58号
議案 第59号
議案 第60号
議案 第61号
議案 第62号
議案 第63号
議案 第64号
議案 第65号
議案 第66号
議案 第67号
議案 第68号

提案された議案は、賛成多数で可決しました。
大口町国民健康保険条例の一部改正について
大口町刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について
大口町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
大口町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
大口町下水道条例の一部改正について
令和6年度大口町一般会計補正予算（第7号）
令和6年度大口町国際交流事業特別会計補正予算（第1号）
令和6年度大口町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
令和6年度大口町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
令和6年度大口町介護保険特別会計補正予算（第2号）
令和6年度大口町下水道事業会計補正予算（第1号）
第7次大口町総合計画の計画期間延長について
専決処分（大口町一般会計補正予算（第6号））の承認を求めることについて
大口町道路線の認定について
大口町道路線の変更について
道路改良工事（週休2日）の請負契約の変更について

第9回　定例会　11月29日～12月19日　17議案、1諮問、1同意

本会議及び総務建設、文教
福祉の各常任委員会での主
な質疑です。

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
窓
口
業
務
が
減
っ
て

い
る
と
考
え
る
が
、
現
状
は
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
1

件
あ
た
り
の
手
数
料
は
。

窓
口
取
扱
い
件
数
は
減

少
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
関
係
の
手
続
き
が
増
加

を
し
て
お
り
、
窓
口
業
務
に

お
け
る
目
に
見
え
る
負
担
減

少
は
現
れ
て
い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
1
件
あ

た
り
の
手
数
料
は
、
1
1
7

円
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
、
印
刷
製
本
費
追
加
28
万

2
千
円
に
つ
い
て
、
時
刻
表

の
印
刷
と
の
説
明
だ
が
、
当

初
予
算
で
の
発
行
部
数
と
今

回
追
加
の
発
行
部
数
は
。
ま

た
、
以
前
は
全
戸
配
布
だ
っ

た
時
刻
表
は
、
現
在
は
ど
の

よ
う
に
配
布
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。当

初
、
令
和
6
年
度
は

5
千
部
の
発
行
予
定
だ
っ
た

が
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の
影
響
も

あ
り
、
2
千
部
を
追
加
印
刷

し
た
。
来
年
度
は
、
5
千
部

印
刷
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
配
布
方
法
に
つ
い
て
は
、

役
場
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

施
設
、
近
隣
駅
、
さ
く
ら
病

院
な
ど
で
の
配
布
を
し
て
お

り
、
次
年
度
も
現
行
ど
お
り

の
予
定
。

活
動
団
体
支
援
事
業
補

助
金
1
0
0
万
円
に
つ
い
て
、

「
チ
ー
ム
ダ
ッ
シ
ュ
」
と
あ

る
が
そ
の
内
容
は
。

来
年
、
愛
・
地
球
博
記

念
公
園
で
開
か
れ
る
『
愛
・

地
球
博
20
祭
』
に
お
い
て
、

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
「
チ
ー

ム
ダ
ッ
シ
ュ
」
の
シ
ョ
ー
を

予
定
し
て
い
る
。
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン

の
衣
装
が
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態

な
の
で
更
新
す
る
た
め
に
使

わ
せ
て
も
ら
う
。
ダ
ッ
シ
ュ

マ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
み
な

さ
ん
に
元
気
を
届
け
る
活
動

を
し
て
い
く
。

財
産
管
理
事
業
で
50
万

円
の
修
繕
料
追
加
。
そ
の
内

容
は
。宿

直
室
に
あ
る
防
災
監

視
盤
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
、
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
バ
ッ
テ
リ

ー
交
換
の
費
用
で
あ
る
。

障
害
児
通
所
給
付
費
等

追
加
2
1
0
0
万
円
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
は
。

就
学
前
の
障
害
児
等
が

通
う
児
童
発
達
支
援
、
小
学

生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の

年
齢
の
児
童
が
授
業
後
等
に

通
う
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
す
る
児
童
が

増
え
て
い
る
。
令
和
5
年
度

上
半
期
と
令
和
6
年
度
上
半

期
を
比
較
す
る
と
1
・
3
倍

に
増
加
。
そ
こ
か
ら
予
想
さ

れ
る
増
額
分
2
1
0
0
万
円

を
計
上
し
た
。

低
所
得
者
向
け
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給

付
事
業
6
0
3
0
万
円
減
額

の
理
由
は
。

今
回
は
、
6
月
3
日
現

在
で
新
た
に
非
課
税
世
帯
又

は
均
等
割
の
み
課
税
に
な
っ

た
世
帯
に
10
万
円
と
、
そ
の

世
帯
に
18
歳
以
下
の
児
童
が

い
る
場
合
に
1
人
5
万
円
給

付
し
た
。
非
課
税
世
帯

5
0
0
件
の
見
込
み
が

1
6
6
件
、
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
3
0
0
件
の
見
込
み

が
1
2
6
件
、
対
象
児
童
を

2
4
0
人
の
見
込
み
が
50
人

分
の
支
給
と
な
っ
た
た
め
。

保
育
園
施
設
管
理
事
業
、

園
舎
日
常
追
加
60
万
4
千
円

は
、
何
園
分
の
補
正
か
。
ま

た
、
こ
の
追
加
の
委
託
業
者

の
契
約
形
態
は
。

公
立
保
育
園
3
園
分
を

追
加
補
正
し
た
。
委
託
に
つ

い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
請
負
で

契
約
し
て
い
る
。

質疑
あれこれ

　
民
　
生
　
費

　
総
　
務
　
費

※
時
刻
表
は
「
マ
イ
時
刻
表
」

作
成
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す

補
正
予
算

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
0
1
5
万
3
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
1
3
億

7
1
7
3
万
8
千
円
と
す
る
。

令
和
6
年
度
大
口
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）

おおぐち議会だより　No.243
令和7年1月23日発行

おおぐち議会だより　No.243
令和7年1月23日発行

5 4



問□答□

問□答□

問□答□ 問□答□

問□答□ 問□答□

問□答□

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
議
会
に

対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
事
業

が
活
発
化
し
、
町
内
に
は
多
く
の
笑
顔
が
溢
れ

る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
度

重
な
る
台
風
や
豪
雨
な
ど
、
気
候
変
動
の
影
響

と
思
わ
れ
る
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、
本

町
に
お
い
て
も
防
災
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
必

要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
物
価
高
騰
が
続
き
、
生
活
へ
の
負

担
が
重
く
の
し
か
か
る
状
況
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
向
き
合
い
、

町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
執
行
機
関
と
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
未
来
を
見
据
え
、
次
世

代
へ
誇
れ
る
町
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
あ
い
さ
つ大

口
町
議
会
議
長
　
　

江
口
昌
史

大
口
町
議
会
議
長
　
　

江
口
昌
史

定例会で全議案可決定例会で全議案可決

議案 第52号
議案 第53号
議案 第54号
議案 第55号
議案 第56号
議案 第57号
議案 第58号
議案 第59号
議案 第60号
議案 第61号
議案 第62号
議案 第63号
議案 第64号
議案 第65号
議案 第66号
議案 第67号
議案 第68号

提案された議案は、賛成多数で可決しました。
大口町国民健康保険条例の一部改正について
大口町刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について
大口町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
大口町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
大口町下水道条例の一部改正について
令和6年度大口町一般会計補正予算（第7号）
令和6年度大口町国際交流事業特別会計補正予算（第1号）
令和6年度大口町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
令和6年度大口町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
令和6年度大口町介護保険特別会計補正予算（第2号）
令和6年度大口町下水道事業会計補正予算（第1号）
第7次大口町総合計画の計画期間延長について
専決処分（大口町一般会計補正予算（第6号））の承認を求めることについて
大口町道路線の認定について
大口町道路線の変更について
道路改良工事（週休2日）の請負契約の変更について

第9回　定例会　11月29日～12月19日　17議案、1諮問、1同意

本会議及び総務建設、文教
福祉の各常任委員会での主
な質疑です。

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
窓
口
業
務
が
減
っ
て

い
る
と
考
え
る
が
、
現
状
は
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
1

件
あ
た
り
の
手
数
料
は
。

窓
口
取
扱
い
件
数
は
減

少
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
関
係
の
手
続
き
が
増
加

を
し
て
お
り
、
窓
口
業
務
に

お
け
る
目
に
見
え
る
負
担
減

少
は
現
れ
て
い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
1
件
あ

た
り
の
手
数
料
は
、
1
1
7

円
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
、
印
刷
製
本
費
追
加
28
万

2
千
円
に
つ
い
て
、
時
刻
表

の
印
刷
と
の
説
明
だ
が
、
当

初
予
算
で
の
発
行
部
数
と
今

回
追
加
の
発
行
部
数
は
。
ま

た
、
以
前
は
全
戸
配
布
だ
っ

た
時
刻
表
は
、
現
在
は
ど
の

よ
う
に
配
布
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。当

初
、
令
和
6
年
度
は

5
千
部
の
発
行
予
定
だ
っ
た

が
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の
影
響
も

あ
り
、
2
千
部
を
追
加
印
刷

し
た
。
来
年
度
は
、
5
千
部

印
刷
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
配
布
方
法
に
つ
い
て
は
、

役
場
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

施
設
、
近
隣
駅
、
さ
く
ら
病

院
な
ど
で
の
配
布
を
し
て
お

り
、
次
年
度
も
現
行
ど
お
り

の
予
定
。

活
動
団
体
支
援
事
業
補

助
金
1
0
0
万
円
に
つ
い
て
、

「
チ
ー
ム
ダ
ッ
シ
ュ
」
と
あ

る
が
そ
の
内
容
は
。

来
年
、
愛
・
地
球
博
記

念
公
園
で
開
か
れ
る
『
愛
・

地
球
博
20
祭
』
に
お
い
て
、

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
「
チ
ー

ム
ダ
ッ
シ
ュ
」
の
シ
ョ
ー
を

予
定
し
て
い
る
。
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン

の
衣
装
が
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態

な
の
で
更
新
す
る
た
め
に
使

わ
せ
て
も
ら
う
。
ダ
ッ
シ
ュ

マ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
み
な

さ
ん
に
元
気
を
届
け
る
活
動

を
し
て
い
く
。

財
産
管
理
事
業
で
50
万

円
の
修
繕
料
追
加
。
そ
の
内

容
は
。宿

直
室
に
あ
る
防
災
監

視
盤
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
、
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
バ
ッ
テ
リ

ー
交
換
の
費
用
で
あ
る
。

障
害
児
通
所
給
付
費
等

追
加
2
1
0
0
万
円
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
は
。

就
学
前
の
障
害
児
等
が

通
う
児
童
発
達
支
援
、
小
学

生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の

年
齢
の
児
童
が
授
業
後
等
に

通
う
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
す
る
児
童
が

増
え
て
い
る
。
令
和
5
年
度

上
半
期
と
令
和
6
年
度
上
半

期
を
比
較
す
る
と
1
・
3
倍

に
増
加
。
そ
こ
か
ら
予
想
さ

れ
る
増
額
分
2
1
0
0
万
円

を
計
上
し
た
。

低
所
得
者
向
け
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給

付
事
業
6
0
3
0
万
円
減
額

の
理
由
は
。

今
回
は
、
6
月
3
日
現

在
で
新
た
に
非
課
税
世
帯
又

は
均
等
割
の
み
課
税
に
な
っ

た
世
帯
に
10
万
円
と
、
そ
の

世
帯
に
18
歳
以
下
の
児
童
が

い
る
場
合
に
1
人
5
万
円
給

付
し
た
。
非
課
税
世
帯

5
0
0
件
の
見
込
み
が

1
6
6
件
、
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
3
0
0
件
の
見
込
み

が
1
2
6
件
、
対
象
児
童
を

2
4
0
人
の
見
込
み
が
50
人

分
の
支
給
と
な
っ
た
た
め
。

保
育
園
施
設
管
理
事
業
、

園
舎
日
常
追
加
60
万
4
千
円

は
、
何
園
分
の
補
正
か
。
ま

た
、
こ
の
追
加
の
委
託
業
者

の
契
約
形
態
は
。

公
立
保
育
園
3
園
分
を

追
加
補
正
し
た
。
委
託
に
つ

い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
請
負
で

契
約
し
て
い
る
。

質疑
あれこれ

　
民
　
生
　
費

　
総
　
務
　
費

※
時
刻
表
は
「
マ
イ
時
刻
表
」

作
成
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す

補
正
予
算

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
0
1
5
万
3
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
1
3
億

7
1
7
3
万
8
千
円
と
す
る
。

令
和
6
年
度
大
口
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）
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問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□

答□

問□答□
感
染
症
等
予
防
9
3
3

万
9
千
円
追
加
。
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
増
と
の
説
明
だ

が
当
初
見
込
み
と
追
加
数
は
。

当
初
定
期
予
防
接
種
対

象
を
3
1
2
回
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
対
象
を
3
1
0

回
、
合
計
6
2
2
回
の
見
込

み
と
し
た
が
、
9
月
時
点
で

4
7
0
回
の
接
種
者
数
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
半

の
伸
び
を
考
え
、
見
込
み
と

し
て
7
5
0
回
を
追
加
し
た
。

　
衛
　
生
　
費

道
路
維
持
管
理
費

5
0
4
万
6
千
円
追
加
に
つ

い
て
、
御
供
所
の
ゾ
ー
ン
30

プ
ラ
ス
整
備
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
内
容
及
び
実
施
に
至
っ

た
経
緯
は
。

今
ま
で
の
ゾ
ー
ン
30
の

区
域
を
、
交
通
安
全
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ゾ
ー

ン
30
プ
ラ
ス
と
指
定
す
る
も

の
で
、
全
国
で
は
1
9
2
箇

所
で
実
施
し
て
お
り
、
先
進

地
の
検
証
結
果
で
は
、
時
速

30
㎞
を
超
え
る
車
の
割
合
が

47
%
か
ら
28
%
に
減
少
し
た

と
の
こ
と
。

　
今
回
の
整
備
で
は
、
両
面

の
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
表
示
看

板
を
17
箇
所
設
置
、
路
面
標

示
を
15
箇
所
行
う
。

　
な
お
、
実
施
の
経
緯
は
、

平
成
26
年
か
ら
生
活
道
路
と

通
学
路
の
安
全
対
策
及
び
抜

け
道
対
策
と
し
て
、
警
察
・

地
域
と
協
議
し
て
進
め
て
き

た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
土
　
木
　
費

当
初
予
算
で
計
上
さ
れ

て
い
た
防
火
水
槽
撤
去
工
事

費
3
0
8
万
円
の
減
額
理
由

は
。

こ
の
防
火
水
槽
は
、
会

社
所
有
地
内
に
町
が
設
置
し

て
い
る
も
の
で
、
新
た
な
施

設
の
建
設
予
定
が
あ
る
と
の

こ
と
で
撤
去
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
施
設
建
設
が
見
送
ら

れ
そ
の
予
算
計
上
分
を
減
額

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
年

度
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算

計
上
は
せ
ず
に
、
状
況
に
よ

っ
て
は
補
正
で
対
応
し
た
い
。

ま
た
先
行
撤
去
も
考
え
た
が
、

昨
今
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
な
の

で
、
利
用
で
き
る
間
は
利
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
消
　
防
　
費

3
校
合
算
し
た
小
学
校

電
気
代
と
1
校
の
中
学
校
電

気
代
が
酷
似
し
た
金
額
だ
が
、

そ
の
理
由
は
。

小
学
校
で
は
太
陽
光
発

電
設
備
の
あ
る
学
校
も
あ
り
、

そ
こ
か
ら
一
部
の
電
力
を
賄

う
な
ど
電
気
代
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
学
校
と
し
て
使
っ
て
い

る
時
間
帯
の
違
い
も
あ
る
。

中
学
校
は
長
い
時
間
使
っ
て

い
る
の
で
電
気
代
が
高
く
な

っ
て
い
る
。

　
教
　
育
　
費

罰
則
（
過
料
）
の
説
明

と
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
具
体

的
な
例
を
挙
げ
て
ほ
し
い
。

過
料
は
、
金
銭
罰
と
な

り
法
的
に
は
「
行
政
罰
」
と

な
る
。
罰
則
の
規
定
と
し
て

3
つ
あ
る
。
第
13
条
、
偽
り

等
で
過
料
の
徴
収
を
免
れ
た

者
、
第
14
条
、
世
帯
主
が
加

入
、
脱
退
の
届
出
を
し
な
か

っ
た
、
も
し
く
は
、
虚
偽
の

届
け
出
を
し
た
場
合
、
第
15

条
、
世
帯
主
等
が
正
当
な
理

由
な
し
に
文
書
提
出
等
を
し

な
か
っ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。

昭
和
33
年
に
施
行
さ
れ

た
条
例
だ
が
そ
の
時
点
で
過

料
10
万
円
だ
っ
た
の
か
。
本

町
で
そ
の
事
例
は
。

昭
和
33
年
時
点
の
額
は

不
明
だ
が
、
過
料
の
金
額
は

国
民
健
康
保
険
法
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
法
律
に
則

り
本
町
の
過
料
額
は
決
め
ら

れ
て
い
る
。
過
去
に
本
町
で

過
料
を
課
し
た
事
例
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

刑
法
等
を
改
正
す
る
法

律
の
条
文
改
正
、
懲
役
刑
と

禁
錮
刑
を
「
拘
禁
刑
」
に
一

本
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
そ

の
理
由
は
。

実
際
に
は
、
禁
錮
刑
の

受
刑
者
も
刑
務
作
業
を
し
て

お
り
、
懲
役
刑
、
禁
錮
刑
で

の
差
が
な
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
拘
禁
刑
と
し
て
整
理
さ

れ
た
。

委員会及び議員提出議案　12月定例会では、委員会および議員による議案2件提出をしました

○
改
正
理
由

　
令
和
7
年
6
月
1
日
に
施
行
さ
れ
る
刑
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
拘
禁

刑
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
 

○
改
正
の
内
容

　
「
懲
役
」
及
び
「
禁
錮
」
を
廃
止
し
、
こ

れ
ら
に
代
え
て
「
拘
禁
刑
」
を
創
設
す
る
こ

と
な
ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

○
意
見
書
要
約

　
誤
判
に
よ
り
生
じ
た
え
ん
罪
に
苦
し
む
者

や
そ
の
家
族
が
救
済
を
待
ち
望
ん
で
お
り
、

速
や
か
な
再
審
法
改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
、
再
審
の
手
続
き
を
定
め
る
法

律
の
規
定
が
不
十
分
で
あ
り
、
再
審
手
続
き

の
長
期
化
等
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
点

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
速
や
か
に

改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
口
町
議
会
は
、
国
に
対
し
、
再
審
申
し

立
て
の
手
続
法
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
的
整

備
を
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

意
見
書
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
し

て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
地
方
自
治
法
第
99
条
に
は
、「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
こ

の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に

関
す
る
事
件
に
つ
き
意
見
書
を
国

会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
具
体
的
に
は
、
議
員
が
発

案
し
て
本
会
議
に
は
か
り
、
議
長

名
で
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
す
。

議案の提出
　議案には、町長が提出するものと、
委員会が提出するもの、議員が提出す
るものがあります。
　提出された議案は、本会議で内容や
提案した理由について提出者から説明
されます。

意
見
書

江
幡
議
員

　
本
請
願
が
本
町
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、

国
や
県
に
対
し
て
意
見
書
を
出
す
こ
と
で
あ

る
。
何
度
も
意
見
書
を
出
す
こ
と
は
、
結
果

と
し
て
福
祉
向
上
へ
と
繋
が
る
も
の
と
考
え

る
。

採
択
に
賛
成

酒
井
議
員

　
本
請
願
内
容
に
は
、
本
町
で
は
他
自
治
体

に
先
駆
け
て
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も

の
が
多
数
あ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
た
内
容

も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
請
願
の
全
て

の
内
容
を
達
成
す
る
に
は
財
源
確
保
等
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
、
内
容
の
精
査
も
必
要

と
な
る
た
め
、
採
択
に
は
反
対
で
あ
る
。

採
択
に
反
対

討
論
討
論
（抜粋）（抜粋）

　
商
　
工
　
費

桜
ま
つ
り
事
業
、
薪
能

映
像
配
信
と
し
て
14
万
1
千

円
の
追
加
の
理
由
は
。

長
期
間
確
実
に
保
存
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
今
後
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

加
工
や
複
製
が
可
能
な
映
像

デ
ー
タ
と
し
て
納
品
し
て
も

ら
う
た
め
。

◆
請
願
第
9
号
に
つ
い
て

委
員
会
提
出
議
案
第
3
号

大
口
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
6
号

「
再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）」
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
、
国

に
対
し
、
１２
月
定
例
会
閉
会
日
の
１２

月
１９
日
付
け
で
、
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

大
口
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

大
口
町
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
改
正
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と
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で
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先
進
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の
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結
果
で
は
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時
速

30
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を
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え
る
車
の
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合
が

47
%
か
ら
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%
に
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少
し
た

と
の
こ
と
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今
回
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で
は
、
両
面

の
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30
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表
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看

板
を
17
箇
所
設
置
、
路
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標

示
を
15
箇
所
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う
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お
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の
経
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、
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成
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か
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生
活
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路
と

通
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の
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策
及
び
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道
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と
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、
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と
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し
て
進
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き

た
結
果
に
よ
る
も
の
で
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る
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当
初
予
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で
計
上
さ
れ

て
い
た
防
火
水
槽
撤
去
工
事

費
3
0
8
万
円
の
減
額
理
由

は
。

こ
の
防
火
水
槽
は
、
会

社
所
有
地
内
に
町
が
設
置
し

て
い
る
も
の
で
、
新
た
な
施

設
の
建
設
予
定
が
あ
る
と
の

こ
と
で
撤
去
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
施
設
建
設
が
見
送
ら

れ
そ
の
予
算
計
上
分
を
減
額

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
年

度
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算

計
上
は
せ
ず
に
、
状
況
に
よ

っ
て
は
補
正
で
対
応
し
た
い
。

ま
た
先
行
撤
去
も
考
え
た
が
、

昨
今
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
な
の

で
、
利
用
で
き
る
間
は
利
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
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消
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3
校
合
算
し
た
小
学
校

電
気
代
と
1
校
の
中
学
校
電

気
代
が
酷
似
し
た
金
額
だ
が
、

そ
の
理
由
は
。

小
学
校
で
は
太
陽
光
発

電
設
備
の
あ
る
学
校
も
あ
り
、

そ
こ
か
ら
一
部
の
電
力
を
賄

う
な
ど
電
気
代
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
学
校
と
し
て
使
っ
て
い

る
時
間
帯
の
違
い
も
あ
る
。

中
学
校
は
長
い
時
間
使
っ
て

い
る
の
で
電
気
代
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
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費

罰
則
（
過
料
）
の
説
明

と
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
具
体

的
な
例
を
挙
げ
て
ほ
し
い
。

過
料
は
、
金
銭
罰
と
な

り
法
的
に
は
「
行
政
罰
」
と

な
る
。
罰
則
の
規
定
と
し
て

3
つ
あ
る
。
第
13
条
、
偽
り

等
で
過
料
の
徴
収
を
免
れ
た

者
、
第
14
条
、
世
帯
主
が
加

入
、
脱
退
の
届
出
を
し
な
か

っ
た
、
も
し
く
は
、
虚
偽
の

届
け
出
を
し
た
場
合
、
第
15

条
、
世
帯
主
等
が
正
当
な
理

由
な
し
に
文
書
提
出
等
を
し

な
か
っ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。

昭
和
33
年
に
施
行
さ
れ

た
条
例
だ
が
そ
の
時
点
で
過

料
10
万
円
だ
っ
た
の
か
。
本

町
で
そ
の
事
例
は
。

昭
和
33
年
時
点
の
額
は

不
明
だ
が
、
過
料
の
金
額
は

国
民
健
康
保
険
法
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
法
律
に
則

り
本
町
の
過
料
額
は
決
め
ら

れ
て
い
る
。
過
去
に
本
町
で

過
料
を
課
し
た
事
例
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

刑
法
等
を
改
正
す
る
法

律
の
条
文
改
正
、
懲
役
刑
と

禁
錮
刑
を
「
拘
禁
刑
」
に
一

本
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
そ

の
理
由
は
。

実
際
に
は
、
禁
錮
刑
の

受
刑
者
も
刑
務
作
業
を
し
て

お
り
、
懲
役
刑
、
禁
錮
刑
で

の
差
が
な
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
拘
禁
刑
と
し
て
整
理
さ

れ
た
。
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よ
り
、
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こ
と
に
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、
関
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条
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を
改
正
す
る
た
め
必
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で
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る
。
 

○
改
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の
内
容

　
「
懲
役
」
及
び
「
禁
錮
」
を
廃
止
し
、
こ

れ
ら
に
代
え
て
「
拘
禁
刑
」
を
創
設
す
る
こ

と
な
ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

○
意
見
書
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約

　
誤
判
に
よ
り
生
じ
た
え
ん
罪
に
苦
し
む
者

や
そ
の
家
族
が
救
済
を
待
ち
望
ん
で
お
り
、

速
や
か
な
再
審
法
改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
、
再
審
の
手
続
き
を
定
め
る
法

律
の
規
定
が
不
十
分
で
あ
り
、
再
審
手
続
き

の
長
期
化
等
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
点

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
速
や
か
に

改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
口
町
議
会
は
、
国
に
対
し
、
再
審
申
し

立
て
の
手
続
法
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
的
整

備
を
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

意
見
書
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
し

て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
地
方
自
治
法
第
99
条
に
は
、「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
こ

の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に

関
す
る
事
件
に
つ
き
意
見
書
を
国

会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
具
体
的
に
は
、
議
員
が
発

案
し
て
本
会
議
に
は
か
り
、
議
長

名
で
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
す
。

議案の提出
　議案には、町長が提出するものと、
委員会が提出するもの、議員が提出す
るものがあります。
　提出された議案は、本会議で内容や
提案した理由について提出者から説明
されます。

意
見
書

江
幡
議
員

　
本
請
願
が
本
町
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、

国
や
県
に
対
し
て
意
見
書
を
出
す
こ
と
で
あ

る
。
何
度
も
意
見
書
を
出
す
こ
と
は
、
結
果

と
し
て
福
祉
向
上
へ
と
繋
が
る
も
の
と
考
え

る
。

採
択
に
賛
成

酒
井
議
員

　
本
請
願
内
容
に
は
、
本
町
で
は
他
自
治
体

に
先
駆
け
て
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も

の
が
多
数
あ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
た
内
容

も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
請
願
の
全
て

の
内
容
を
達
成
す
る
に
は
財
源
確
保
等
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
、
内
容
の
精
査
も
必
要

と
な
る
た
め
、
採
択
に
は
反
対
で
あ
る
。

採
択
に
反
対

討
論
討
論
（抜粋）（抜粋）

　
商
　
工
　
費

桜
ま
つ
り
事
業
、
薪
能

映
像
配
信
と
し
て
14
万
1
千

円
の
追
加
の
理
由
は
。

長
期
間
確
実
に
保
存
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
今
後
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

加
工
や
複
製
が
可
能
な
映
像

デ
ー
タ
と
し
て
納
品
し
て
も

ら
う
た
め
。

◆
請
願
第
9
号
に
つ
い
て

委
員
会
提
出
議
案
第
3
号

大
口
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
6
号

「
再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）」
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
、
国

に
対
し
、
１２
月
定
例
会
閉
会
日
の
１２

月
１９
日
付
け
で
、
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

大
口
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

大
口
町
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
改
正
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生
涯
教
育
部
長

酒
井

酒
井

生
涯
教
育
部
長

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

●請 願　※請願は、議員の紹介が必要

審
査
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提

出
期
限
を
ご
確
認
の
上
、
役

場
3
階
議
会
事
務
局
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。　

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、慎重に審査するため所管の委員会に付
託・送付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会で審査をし、採決します。

①

②

③

④

⑤

⑥

採 択

一部採択

趣旨採択

不 採 択

継続審査

聞き置く

…

…

…

…

…

…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断
したもの

一部に賛成し得る項目や文書の前段、後段などの部分があった場
合、その部分を指定して採択すること

願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らない
ものの趣旨には賛同できること

願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの

引き続き審査をする必要があると判断されるもの

聞いて心にとめるもの

一
般
質
問

説明します

結
　
果

8議員が質問

町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

学
校
や
P
T
A
、
地

域
協
力
の
見
守
り
、
付
添
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状

と
、
危
険
個
所
へ
の
対
策
の

現
状
は
。

児
童

の
登
校
時
、
教
職
員
は
勤
務

前
だ
が
、
児
童
が
元
気
に
登

校
す
る
こ
と
を
願
い
、
自
主

的
に
学
校
周
辺
の
交
差
点
等

へ
出
か
け
て
見
守
り
を
行
っ

て
い
る
。
な
お
、
集
団
登
下

校
の
見
守
り
実
施
は
、
通
学

班
編
成
に
係
る
保
護
者
か
ら

の
要
望
の
調
整
、
児
童
が
一

緒
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
る

児
童
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭

の
都
合
で
保
護
者
が
送
迎
す

る
な
ど
、
児
童
の
安
全
確
保

を
担
う
上
で
、
全
国
的
な
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

危
険
個
所
を
毎
年
保

護
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
て
い
る
が
、
同
じ
個
所

が
何
年
に
も
わ
た
っ
て
、
な

か
な
か
改
善
さ
れ
て
な
い
理

由
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

本
町

で
は
、
通
学
路
安
全
推
進
会

議
を
設
置
し
て
お
り
、
毎
年
、

保
護
者
と
教
員
が
通
学
路
の

危
険
個
所
を
確
認
し
て
、
情

報
を
関
係
機
関
で
共
有
し
、

改
善
に
向
け
検
討
・
対
処
し

て
い
る
。
し
か
し
、
改
善
に

つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
も
の
か
ら
時
間
を
要
す

る
も
の
、
非
常
に
難
し
い
も

の
等
が
混
在
し
て
お
り
、
す

べ
て
の
要
望
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
と
受

け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
本
年
度
、
P
T
A
か
ら
出

さ
れ
た
危
険
個
所
改
善
要
望

を
、
新
規
と
継
続
に
振
り
分

け
た
。
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の

要
望
ご
と
に
、
ま
ず
は
解
消

に
向
け
て
協
議
を
実
施
し
、

実
現
可
能
な
も
の
は
そ
の
時

期
の
目
途
、
難
し
い
も
の
は

そ
の
理
由
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
通
学
路
の
変
更
も
視
野

に
入
れ
る
等
、
対
処
方
法
や

結
果
を
明
確
に
し
、
関
係
者

間
で
共
有
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

小
学
校
通
学
路
の
安
全
確
保

酒井一平
さか い いっぺい

議員

危
険
個
所
が
何
年
も
改
善
さ
れ
な
い
理
由
は

危
険
個
所
が
何
年
も
改
善
さ
れ
な
い
理
由
は

部
長 

要
望
ご
と
に
解
消
に
向
け
て
協
議
を
実
施

部
長 

要
望
ご
と
に
解
消
に
向
け
て
協
議
を
実
施

一
般
質
問

号 内　　容

9

10

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請
願書

「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意
見書の採択を求める請願

愛知自治体キャラバン
実行委員会
代表者 森谷 光夫

国民救援会 尾北支部
支部長 矢田 強一

本会議採択結果

賛成少数により
不 採 択

賛成全員により
一部採択

提出者

号 内　　容

20

21

臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への
渡航移植等を防止するための法整備等を求める意見書
提出の陳情

「地元自治体との連携による商工会支援体制の強化と地
域商工業振興に対する施策の拡充」陳情書

一般社団法人 中国に
おける臓器移植を考え
る会
代表 丸山 治章

愛知県商工会連合会
会長 新美 文二
大口町商工会
会長 舟橋 浩司 他3名

常任委員会採択結果

文教福祉常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
趣旨採択

提出者

上程する定例会 提出期限

令和7年

〃

〃

〃

2月14日

5月15日

8月15日

11月14日

3月定例会

6月定例会

9月定例会

12月定例会

ページ質問事項

9

10

11

12

13

大口町小学校における通学の安全確保について 他2問

災害対応力の強化について 他2問

堀尾跡公園・小口城址公園について 他1問

スマートフォン講習会と今後について

補聴器購入助成を実施せよ 他3問

人生100年時代に向けて 他1問

本町の小中学生における不登校の現状と課題について 他1問

令和7年度の予算編成について 他2問

酒井　一平　

佐名　かよ子

鈴木　和江　

仙田　王一　

江幡　満世志

宮川　基英　

大竹　伸一　

丹羽　勉　　

議員名（通告順）

R6.12定例会一般質問（酒井議員）

YouTube
動画
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井

酒
井
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涯
教
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部
長

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は不要

●請 願　※請願は、議員の紹介が必要

審
査
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
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た
だ
け
ま
す

☆
請
願
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陳
情
提
出
期
限

　
請
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陳
情
の
提
出
に
は

締
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が
あ
り
ま
す
。

　
ご
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望
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れ
る
方
は
、
提
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期
限
を
ご
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認
の
上
、
役

場
3
階
議
会
事
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へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は
　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。　

みなさんからの請願・陳情は、本会議提出後、慎重に審査するため所管の委員会に付
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願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断
したもの

一部に賛成し得る項目や文書の前段、後段などの部分があった場
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願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの

引き続き審査をする必要があると判断されるもの

聞いて心にとめるもの

一
般
質
問

説明します

結
　
果
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町政を問う町政を問う

一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。各議員の質問は、YouTube動画でご視聴いただけます。
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の
現
状

と
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険
個
所
へ
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対
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の

現
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は
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児
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時
、
教
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前
だ
が
、
児
童
が
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気
に
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と
を
願
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主

的
に
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点
等

へ
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守
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る
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毎
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が
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も
の
か
ら
時
間
を
要
す

る
も
の
、
非
常
に
難
し
い
も

の
等
が
混
在
し
て
お
り
、
す

べ
て
の
要
望
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
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だ
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を
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な
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、
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た
危
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所
改
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要
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を
、
新
規
と
継
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に
振
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た
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は
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れ
の
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と
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ま
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所
が
何
年
も
改
善
さ
れ
な
い
理
由
は

危
険
個
所
が
何
年
も
改
善
さ
れ
な
い
理
由
は

部
長 

要
望
ご
と
に
解
消
に
向
け
て
協
議
を
実
施

部
長 

要
望
ご
と
に
解
消
に
向
け
て
協
議
を
実
施

一
般
質
問

号 内　　容

9

10

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請
願書

「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意
見書の採択を求める請願

愛知自治体キャラバン
実行委員会
代表者 森谷 光夫

国民救援会 尾北支部
支部長 矢田 強一

本会議採択結果

賛成少数により
不 採 択

賛成全員により
一部採択

提出者

号 内　　容

20

21

臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への
渡航移植等を防止するための法整備等を求める意見書
提出の陳情

「地元自治体との連携による商工会支援体制の強化と地
域商工業振興に対する施策の拡充」陳情書

一般社団法人 中国に
おける臓器移植を考え
る会
代表 丸山 治章

愛知県商工会連合会
会長 新美 文二
大口町商工会
会長 舟橋 浩司 他3名

常任委員会採択結果

文教福祉常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
趣旨採択

提出者

上程する定例会 提出期限

令和7年

〃

〃

〃

2月14日

5月15日

8月15日

11月14日

3月定例会

6月定例会

9月定例会

12月定例会

ページ質問事項

9

10

11

12

13

大口町小学校における通学の安全確保について 他2問

災害対応力の強化について 他2問

堀尾跡公園・小口城址公園について 他1問

スマートフォン講習会と今後について

補聴器購入助成を実施せよ 他3問

人生100年時代に向けて 他1問

本町の小中学生における不登校の現状と課題について 他1問

令和7年度の予算編成について 他2問

酒井　一平　

佐名　かよ子

鈴木　和江　

仙田　王一　

江幡　満世志

宮川　基英　

大竹　伸一　

丹羽　勉　　

議員名（通告順）

R6.12定例会一般質問（酒井議員）

YouTube
動画
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検
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部
長 
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器
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な
ど
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る
診
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を
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進
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は
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議員

事
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は

事
業
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ル
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て
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た
い

部
長 

研
修
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小
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園
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跡
公
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を

堀
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跡
公
園
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ま
せ
る
も
の
を

部
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部
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ラ
イ
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プ
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っ
て
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く

災
害
対
応
力
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強
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要
配
慮
者
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祉
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所
の
体
制
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備
は

要
配
慮
者
福
祉
避
難
所
の
体
制
整
備
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部
長 
中
央
公
民
館
の
利
用
も
検
討

部
長 
中
央
公
民
館
の
利
用
も
検
討

佐名かよ子
さ な こ

議員

鈴木和江
すず き かず え

議員江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

災
害
が
発
生
し
た
際

に
被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
状

況
や
課
題
を
把
握
し
、
必
要

な
支
援
を
行
う
取
り
組
み
と

し
て
「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
が
あ
る
。
本
町
に

お
い
て
も
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

被
災

し
た
方
の
自
立
、
生
活
再
建

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
た
め
、

国
・
県
か
ら
の
情
報
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
他
市
町
の

事
例
を
研
究
し
て
い
く
。

要
配
慮
者
の
福
祉
避

難
所
へ
の
直
接
避
難
で
き
る

体
制
整
備
を
求
め
、
令
和
3

年
度
定
例
会
で
質
問
し
た
。

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

福
祉

避
難
所
を
含
め
た
避
難
所
へ

の
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

福
祉
避
難
所
に
中
央
公
民
館

の
利
用
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

避
難
所
生
活
支
援
に

お
い
て
、「
一
般
社
団
法
人

こ
ど
も
女
性
ネ
ッ
ト
東
海
」

は
、
女
性
、
こ
ど
も
の
視
点

か
ら
大
変
有
益
と
考
え
る
。

協
定
に
向
け
て
進
め
て
は
ど

う
か
。

「
一

般
社
団
法
人
こ
ど
も
女
性
ネ

ッ
ト
東
海
」
は
、
緊
急
時
、

災
害
時
に
声
を
上
げ
に
く
い

妊
婦
、
乳
児
、
こ
ど
も
、
女

性
の
命
を
守
る
た
め
、
通
常

時
か
ら
防
災
、
減
災
等
「
た

す
か
る
」
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
他
市
町
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

地
震
の
火
災
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
有
効
な
対
策
で
あ
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
補
助
金
制

度
創
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

愛
知

県
が
補
助
金
制
度
を
創
設
し

て
い
く
こ
と
が
決
定
し
、
補

助
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と

判
断
し
た
場
合
に
は
検
討
し

た
い
。

堀
尾
跡
公
園
に
皆
さ

ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
、
良

い
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
。さ

く

ら
ま
つ
り
五
条
川
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
と
同
様
に
堀
尾
跡
公
園

に
お
い
て
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
行
う
。

堀
尾
跡
公
園
の
説
明

や
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
歴

史
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

活
動
状
況
は
。

今
年

度
よ
り
グ
ル
ー
プ
活
動
は
休

止
し
て
お
り
、
一
部
の
メ
ン

バ
ー
が
依
頼
を
受
け
た
際
に

個
々
で
活
動
を
し
て
い
る
。

歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合

は
、
ガ
イ
ド
す
る
件
数
が
少

な
い
な
ど
、
ガ
イ
ド
の
み
で

は
活
動
継
続
す
る
の
が
難
し

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
例
え

ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
生
涯

学
習
講
座
な
ど
を
一
緒
に
行

い
、
ガ
イ
ド
の
人
と
相
談
し

て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

考
え
る
。

小
口
城
址
公
園
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
壊
れ
て
い

る
。
修
理
の
計
画
は
。

現
在

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
25
年

使
用
し
て
い
て
修
理
は
不
可

能
と
考
え
て
お
り
、
費
用
対

効
果
や
来
館
者
の
分
か
り
易

さ
な
ど
小
口
城
址
公
園
の
歴

史
案
内
が
出
来
る
よ
う
、
堀

尾
跡
公
園
と
同
様
に
Q
R
コ

ー
ド
を
利
用
す
る
な
ど
検
討

中
で
あ
る
。

今
回
実
施
し
た
「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
」
開

催
の
背
景
と
参
加
者
の
結
果

は
。

総
務

省
が
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
実
施

す
る
高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
を
全
国
で
推
進

す
る
一
方
、
そ
の
よ
う
な
携

帯
シ
ョ
ッ
プ
が
な
い
自
治
体

向
け
に
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
推

進
事
業
」
と
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
習
会
を
実
施
す
る

メ
ニ
ュ
ー
の
用
意
が
あ
っ
た
。

情
報
機
器
に
慣
れ
な
い
方
へ

の
対
応
は
必
要
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
お
り
、
ま
た
費
用
も

総
務
省
が
負
担
し
、
講
習
は

近
隣
事
業
者
が
行
う
こ
と
を

踏
ま
え
実
施
に
至
っ
た
。

　
11
月
26
日
時
点
で
1
5
0

名
の
申
込
、
1
コ
マ
あ
た
り

で
は
、
平
均
4
名
程
度
で
、

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用

し
よ
う
」
へ
の
参
加
が
9
名

で
、
講
座
別
で
は
「
メ
ッ
セ

ー
ジ
ア
プ
リ
を
使
お
う
」
が

述
べ
28
名
で
最
も
多
か
っ
た
。

　
継
続
の
予
定
は
。

今
回

は
総
務
省
が
補
正
予
算
に
よ

り
実
施
し
た
事
業
で
あ
り
、

対
応
す
る
人
員
な
ど
、
町
単

独
で
の
実
施
は
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
今
後
も
事
業
継

続
さ
れ
れ
ば
利
用
し
て
い
き

た
い
。

今
後
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
上
で
、
職
員
の
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ル
も
必
要
と
考

え
る
が
、
計
画
及
び
実
施
に

つ
い
て
具
体
的
な
考
え
は
。

こ
れ

ま
で
は
計
画
的
な
育
成
や
採

用
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
職

員
個
々
の
資
質
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
。
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
実
現
に
置
い
て
い

か
れ
な
い
よ
う
、
今
後
は
人

材
の
育
成
、
人
材
確
保
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
を
考
え
て
い
る
。

加
齢
に
よ
る
難
聴
は
、

自
覚
症
状
が
な
く
、「
な
ん

か
聞
こ
え
に
く
い
な
ぁ
」
程

度
か
ら
徐
々
に
進
行
す
る
と

聞
く
。

　
W
H
O
で
は
、
41
デ
シ
ベ

ル
の
中
等
度
か
ら
補
聴
器
装

着
を
奨
励
し
て
お
り
、
日
本

で
は
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
が
聞

こ
え
な
い
重
度
の
難
聴
を
対

象
に
助
成
し
て
い
る
が
、
多

く
の
自
治
体
で
中
等
度
の
難

聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

　
年
齢
の
制
限
な
く
中
等
度

の
難
聴
者
に
対
し
て
補
聴
器

購
入
助
成
を
し
て
も
ら
い
た

く
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

を
一
緒
に
考
え
、
よ
り
良
い

制
度
の
実
現
に
向
け
て
、
購

入
者
が
使
い
慣
れ
る
よ
う
に

フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
含
め
て
お

願
い
し
た
い
。

　
助
成
に
よ
る
補
聴
器
購
入

後
の
調
整
状
況
な
ど
、
医
療

機
関
と
の
連
携
で
把
握
で
き

な
い
か
。

大
口

町
に
は
指
定
医
師
は
い
な
い

が
、
近
隣
市
町
に
23
人
の
医

師
が
お
り
、
そ
の
内
8
人
が

補
聴
器
相
談
医
と
し
て
開
業

し
て
い
る
。
制
度
創
設
に
あ

た
っ
て
は
、
該
当
す
る
医
療

機
関
と
の
連
携
が
で
き
る
よ

う
に
協
力
要
請
を
し
て
い
き

た
い
。

助
成
金
額
に
つ
い
て

は
近
隣
市
町
の
よ
う
に
2
、

3
万
円
で
は
少
な
い
と
思
う

が
、
補
聴
器
は
購
入
後
に
調

整
が
必
要
で
あ
り
、
費
用
も

か
か
る
と
聞
く
た
め
、
半
額

助
成
で
最
大
10
万
円
は
必
要

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
経
年
劣
化
に
よ
る

買
い
換
え
に
は
助
成
は
可
能

か
。

加
齢
で
の
難

聴
発
症
者
に
つ
い
て
は
、
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。
買
い

換
え
も
含
め
て
早
く
や
る
べ

き
と
の
想
い
で
あ
り
、
施
行

す
る
に
は
持
続
可
能
な
制
度

設
計
を
し
た
上
で
、
補
助
金

額
等
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
少
し
の
猶
予
が
必
要
。

R6.12定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画
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に
目
を
楽
し
ま
せ
る
も
の
を

部
長 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く

部
長 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く

災
害
対
応
力
の
強
化
を
求
め
る

要
配
慮
者
福
祉
避
難
所
の
体
制
整
備
は

要
配
慮
者
福
祉
避
難
所
の
体
制
整
備
は

部
長 

中
央
公
民
館
の
利
用
も
検
討

部
長 

中
央
公
民
館
の
利
用
も
検
討

佐名かよ子
さ な こ

議員

鈴木和江
すず き かず え

議員江幡満世志
え ばたみつ よ し

議員

災
害
が
発
生
し
た
際

に
被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
状

況
や
課
題
を
把
握
し
、
必
要

な
支
援
を
行
う
取
り
組
み
と

し
て
「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
が
あ
る
。
本
町
に

お
い
て
も
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

被
災

し
た
方
の
自
立
、
生
活
再
建

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
た
め
、

国
・
県
か
ら
の
情
報
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
他
市
町
の

事
例
を
研
究
し
て
い
く
。

要
配
慮
者
の
福
祉
避

難
所
へ
の
直
接
避
難
で
き
る

体
制
整
備
を
求
め
、
令
和
3

年
度
定
例
会
で
質
問
し
た
。

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

福
祉

避
難
所
を
含
め
た
避
難
所
へ

の
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

福
祉
避
難
所
に
中
央
公
民
館

の
利
用
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

避
難
所
生
活
支
援
に

お
い
て
、「
一
般
社
団
法
人

こ
ど
も
女
性
ネ
ッ
ト
東
海
」

は
、
女
性
、
こ
ど
も
の
視
点

か
ら
大
変
有
益
と
考
え
る
。

協
定
に
向
け
て
進
め
て
は
ど

う
か
。

「
一

般
社
団
法
人
こ
ど
も
女
性
ネ

ッ
ト
東
海
」
は
、
緊
急
時
、

災
害
時
に
声
を
上
げ
に
く
い

妊
婦
、
乳
児
、
こ
ど
も
、
女

性
の
命
を
守
る
た
め
、
通
常

時
か
ら
防
災
、
減
災
等
「
た

す
か
る
」
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
他
市
町
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

地
震
の
火
災
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
有
効
な
対
策
で
あ
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
補
助
金
制

度
創
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

愛
知

県
が
補
助
金
制
度
を
創
設
し

て
い
く
こ
と
が
決
定
し
、
補

助
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と

判
断
し
た
場
合
に
は
検
討
し

た
い
。

堀
尾
跡
公
園
に
皆
さ

ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
、
良

い
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
。さ

く

ら
ま
つ
り
五
条
川
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
と
同
様
に
堀
尾
跡
公
園

に
お
い
て
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
行
う
。

堀
尾
跡
公
園
の
説
明

や
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
歴

史
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

活
動
状
況
は
。

今
年

度
よ
り
グ
ル
ー
プ
活
動
は
休

止
し
て
お
り
、
一
部
の
メ
ン

バ
ー
が
依
頼
を
受
け
た
際
に

個
々
で
活
動
を
し
て
い
る
。

歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合

は
、
ガ
イ
ド
す
る
件
数
が
少

な
い
な
ど
、
ガ
イ
ド
の
み
で

は
活
動
継
続
す
る
の
が
難
し

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
例
え

ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
生
涯

学
習
講
座
な
ど
を
一
緒
に
行

い
、
ガ
イ
ド
の
人
と
相
談
し

て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

考
え
る
。

小
口
城
址
公
園
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
壊
れ
て
い

る
。
修
理
の
計
画
は
。

現
在

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
25
年

使
用
し
て
い
て
修
理
は
不
可

能
と
考
え
て
お
り
、
費
用
対

効
果
や
来
館
者
の
分
か
り
易

さ
な
ど
小
口
城
址
公
園
の
歴

史
案
内
が
出
来
る
よ
う
、
堀

尾
跡
公
園
と
同
様
に
Q
R
コ

ー
ド
を
利
用
す
る
な
ど
検
討

中
で
あ
る
。

今
回
実
施
し
た
「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
」
開

催
の
背
景
と
参
加
者
の
結
果

は
。

総
務

省
が
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
実
施

す
る
高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
を
全
国
で
推
進

す
る
一
方
、
そ
の
よ
う
な
携

帯
シ
ョ
ッ
プ
が
な
い
自
治
体

向
け
に
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
推

進
事
業
」
と
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
習
会
を
実
施
す
る

メ
ニ
ュ
ー
の
用
意
が
あ
っ
た
。

情
報
機
器
に
慣
れ
な
い
方
へ

の
対
応
は
必
要
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
お
り
、
ま
た
費
用
も

総
務
省
が
負
担
し
、
講
習
は

近
隣
事
業
者
が
行
う
こ
と
を

踏
ま
え
実
施
に
至
っ
た
。

　
11
月
26
日
時
点
で
1
5
0

名
の
申
込
、
1
コ
マ
あ
た
り

で
は
、
平
均
4
名
程
度
で
、

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用

し
よ
う
」
へ
の
参
加
が
9
名

で
、
講
座
別
で
は
「
メ
ッ
セ

ー
ジ
ア
プ
リ
を
使
お
う
」
が

述
べ
28
名
で
最
も
多
か
っ
た
。

　
継
続
の
予
定
は
。

今
回

は
総
務
省
が
補
正
予
算
に
よ

り
実
施
し
た
事
業
で
あ
り
、

対
応
す
る
人
員
な
ど
、
町
単

独
で
の
実
施
は
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
今
後
も
事
業
継

続
さ
れ
れ
ば
利
用
し
て
い
き

た
い
。

今
後
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
上
で
、
職
員
の
デ

ジ
タ
ル
ス
キ
ル
も
必
要
と
考

え
る
が
、
計
画
及
び
実
施
に

つ
い
て
具
体
的
な
考
え
は
。

こ
れ

ま
で
は
計
画
的
な
育
成
や
採

用
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
職

員
個
々
の
資
質
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
。
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
実
現
に
置
い
て
い

か
れ
な
い
よ
う
、
今
後
は
人

材
の
育
成
、
人
材
確
保
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
を
考
え
て
い
る
。

加
齢
に
よ
る
難
聴
は
、

自
覚
症
状
が
な
く
、「
な
ん

か
聞
こ
え
に
く
い
な
ぁ
」
程

度
か
ら
徐
々
に
進
行
す
る
と

聞
く
。

　
W
H
O
で
は
、
41
デ
シ
ベ

ル
の
中
等
度
か
ら
補
聴
器
装

着
を
奨
励
し
て
お
り
、
日
本

で
は
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
が
聞

こ
え
な
い
重
度
の
難
聴
を
対

象
に
助
成
し
て
い
る
が
、
多

く
の
自
治
体
で
中
等
度
の
難

聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

　
年
齢
の
制
限
な
く
中
等
度

の
難
聴
者
に
対
し
て
補
聴
器

購
入
助
成
を
し
て
も
ら
い
た

く
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

を
一
緒
に
考
え
、
よ
り
良
い

制
度
の
実
現
に
向
け
て
、
購

入
者
が
使
い
慣
れ
る
よ
う
に

フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
含
め
て
お

願
い
し
た
い
。

　
助
成
に
よ
る
補
聴
器
購
入

後
の
調
整
状
況
な
ど
、
医
療

機
関
と
の
連
携
で
把
握
で
き

な
い
か
。

大
口

町
に
は
指
定
医
師
は
い
な
い

が
、
近
隣
市
町
に
23
人
の
医

師
が
お
り
、
そ
の
内
8
人
が

補
聴
器
相
談
医
と
し
て
開
業

し
て
い
る
。
制
度
創
設
に
あ

た
っ
て
は
、
該
当
す
る
医
療

機
関
と
の
連
携
が
で
き
る
よ

う
に
協
力
要
請
を
し
て
い
き

た
い
。

助
成
金
額
に
つ
い
て

は
近
隣
市
町
の
よ
う
に
2
、

3
万
円
で
は
少
な
い
と
思
う

が
、
補
聴
器
は
購
入
後
に
調

整
が
必
要
で
あ
り
、
費
用
も

か
か
る
と
聞
く
た
め
、
半
額

助
成
で
最
大
10
万
円
は
必
要

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
経
年
劣
化
に
よ
る

買
い
換
え
に
は
助
成
は
可
能

か
。

加
齢
で
の
難

聴
発
症
者
に
つ
い
て
は
、
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。
買
い

換
え
も
含
め
て
早
く
や
る
べ

き
と
の
想
い
で
あ
り
、
施
行

す
る
に
は
持
続
可
能
な
制
度

設
計
を
し
た
上
で
、
補
助
金

額
等
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
少
し
の
猶
予
が
必
要
。

R6.12定例会一般質問（江幡議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（仙田議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（鈴木議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（佐名議員）

YouTube
動画
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健
康
福
祉
部
長

宮
川

健
康
福
祉
部
長

宮
川

生
涯
教
育
部
長

大
竹

生
涯
教
育
部
長

大
竹

生
涯
教
育
部
長

大
竹

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

一
般
質
問小

中
学
生
の
不
登
校
の
現
状
と
課
題
は

大竹伸一
おおたけしん いち

議員

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
へ
の
支
援
は

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
へ
の
支
援
は

部
長 

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
整
え
る

部
長 

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
整
え
る

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
に
向
け
て

本
町
の
見
解
・
取
り
組
み
は

本
町
の
見
解
・
取
り
組
み
は

部
長 

生
き
が
い
を
も
て
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

部
長 

生
き
が
い
を
も
て
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

宮川基英
みやがわ もとひで

議員
一
般
質
問

令
和
7
年
度
予
算
編
成
方
針

1
0
3
万
円
の
壁
引
き
上
げ
の
影
響
は

1
0
3
万
円
の
壁
引
き
上
げ
の
影
響
は

部
長 

約
4
億
8
千
万
円
の
税
収
減
見
込
み

部
長 

約
4
億
8
千
万
円
の
税
収
減
見
込
み

丹羽 勉
に わ つとむ

議員

自転車の交通安全対策
について

（補助対象年齢の拡大）
佐名かよ子議員の質問

グローバル研修事業
について

仙田王一議員の質問

　ヘルメット購入補助の対
象年齢については、愛知県
の補助制度に歩調を合わせ
るため、令和6年度もその
対象年齢に変更はなく、引
き続き自転車事故による死
傷者が多い年齢層へ集中的
に補助したいと考えている。

　グローバル研修は、今年
度の海外派遣事業に活かした。
シンガポールでは、ヤマザ
キマザック株式会社やシン
ガポール国立大学附属数理
学校など、大口町ならでは
の研修先で現地の人々と交
流を深め、帰国後の報告会
では、参加者各々が研修成果、
今後の目標を発表した。

ヘルメット購入補助の周知・啓発と、重大な自転車事故を
防ぐため、着用を促すさらなる取り組みをお願いしたい。

世界的メーカーに協力いただき有意義であったのでは。今後
も自身の人生、本町の発展のために継続し、夢のある事業へ!!

もっとがんばれ がんばれ

令和5年12月定例会にて質問令和5年12月定例会にて質問

「
人
生
1
0
0
年
時

代
」
が
提
唱
さ
れ
た
経
緯
は
。

あ
る

海
外
の
研
究
に
お
い
て
、
日

本
で
2
0
0
7
年
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
寿
命
が
1
0
7

歳
に
な
る
と
推
測
さ
れ
た
こ

と
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
内
閣
府
が
開
催

し
た
人
生
1
0
0
年
時
代
構

想
会
議
に
お
い
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て

の
年
代
に
お
い
て
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
生
涯
教
育
と
活
躍

の
場
の
必
要
性
と
併
せ
、
国

民
全
体
が
元
気
に
活
躍
し
続

け
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
の
人
材
へ
の
投
資
が
重
要

で
あ
る
と
の
報
告
が
さ
れ
、

平
成
30
年
に
は
人
づ
く
り
革

命
基
本
構
想
が
ま
と
め
ら
れ

た
。

　
高
齢
者
の
分
野
で
は
、
高

年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康

確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
通
称
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て

い
る
。

「
人
生
1
0
0
年
時

代
」
に
向
け
た
本
町
の
見
解

や
今
後
の
取
り
組
み
は
。高

齢

者
の
皆
さ
ん
が
、
悔
い
な
く

豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
介
護
予
防
と
し
て

生
活
習
慣
病
や
重
症
化
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
継
続
し
て
呼
び
か
け
て

い
く
。

　
加
え
て
、
住
民
の
誰
も
が
、

こ
の
大
口
町
に
お
い
て
健
康

で
生
き
が
い
を
も
っ
た
生
活

を
送
り
、
自
ら
の
持
て
る
能

力
や
地
域
の
支
え
合
い
に
よ

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
望
む
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

現
在
の
不
登
校
児
童

・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

担
任

を
中
心
に
電
話
や
連
絡
帳
に

よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
家
庭
訪
問
も
定
期
的
に

行
な
っ
て
い
る
。
対
象
の
児

童
・
生
徒
の
状
況
に
よ
り
別

室
登
校
を
促
し
、
適
応
指
導

教
室
に
つ
な
げ
る
対
応
を
し

て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
同
士
で

の
体
験
活
動
や
社
会
的
自
立
、

生
活
力
向
上
の
支
援
は
。小

学

校
5
年
生
、
中
学
校
2
年
生

は
自
然
体
験
活
動
（
宿
泊
）

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各

学
校
で
縦
に
割
っ
た
異
学
年

交
流
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
、
上
級
生
は
下
級

生
を
導
く
ス
キ
ル
を
、
下
級

生
は
上
級
生
に
あ
こ
が
れ
を

も
つ
な
ど
、
社
会
的
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
る
こ
と
に
つ
な

げ
て
い
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒

の
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

学
校

に
来
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
児
童
生
徒
に
は
、
保
健
室

や
別
室
で
学
習
の
補
填
を
し
、

教
育
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

適
応
指
導
教
室
を
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
、
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
。
現
在
は

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
が

進
み
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
い
動
画
視
聴
や
ド
リ
ル
問

題
も
し
て
い
る
。

国
の
施
策
・
事
業
が

地
方
財
政
に
影
響
は
な
い
か
。

町
税

収
入
の
依
存
度
が
高
く
、
安

定
し
た
固
定
資
産
税
の
財
源

に
よ
り
、
今
し
ば
ら
く
は
財

政
体
力
の
維
持
が
図
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
次
代
へ
の
備
え
と

し
て
「
財
政
調
整
基
金
の
確

保
」
に
よ
り
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
行
財
政
運
営
に

努
め
る
。

「
1
0
3
万
円
の
壁

引
き
上
げ
」
の
影
響
を
試
算

し
て
い
る
か
。

年
収

が
1
0
3
万
円
を
超
え
る
と

所
得
税
が
生
じ
る
「
年
収
の

壁
」
に
つ
い
て
、
こ
の
額
を

1
7
8
万
円
に
引
き
上
げ
た

場
合
、
本
町
で
は
、
約
4
億

8
千
万
円
の
税
収
減
が
見
込

ま
れ
る
も
の
と
試
算
し
て
い

る
。

「
1
0
3
万
円
の
壁

引
き
上
げ
」
が
令
和
7
年
度

か
ら
施
行
さ
れ
た
場
合
、
新

年
度
予
算
へ
の
影
響
は
。十

分

な
税
収
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
と
「
不
交
付
団
体
」
の
扱

い
と
な
り
、
減
収
分
は
補
填

さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

R6.12定例会一般質問（大竹議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
動画

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!

質問者の満足度 質問者の満足度

回答を受けて 回答を受けて
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健
康
福
祉
部
長

宮
川

健
康
福
祉
部
長

宮
川

生
涯
教
育
部
長

大
竹

生
涯
教
育
部
長

大
竹

生
涯
教
育
部
長

大
竹

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

総

務

部

長

丹
羽

一
般
質
問小

中
学
生
の
不
登
校
の
現
状
と
課
題
は

大竹伸一
おおたけしん いち

議員

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
へ
の
支
援
は

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
へ
の
支
援
は

部
長 

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
整
え
る

部
長 

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
整
え
る

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
に
向
け
て

本
町
の
見
解
・
取
り
組
み
は

本
町
の
見
解
・
取
り
組
み
は

部
長 

生
き
が
い
を
も
て
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

部
長 

生
き
が
い
を
も
て
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

宮川基英
みやがわ もとひで

議員
一
般
質
問

令
和
7
年
度
予
算
編
成
方
針

1
0
3
万
円
の
壁
引
き
上
げ
の
影
響
は

1
0
3
万
円
の
壁
引
き
上
げ
の
影
響
は

部
長 

約
4
億
8
千
万
円
の
税
収
減
見
込
み

部
長 

約
4
億
8
千
万
円
の
税
収
減
見
込
み

丹羽 勉
に わ つとむ

議員

自転車の交通安全対策
について

（補助対象年齢の拡大）
佐名かよ子議員の質問

グローバル研修事業
について

仙田王一議員の質問

　ヘルメット購入補助の対
象年齢については、愛知県
の補助制度に歩調を合わせ
るため、令和6年度もその
対象年齢に変更はなく、引
き続き自転車事故による死
傷者が多い年齢層へ集中的
に補助したいと考えている。

　グローバル研修は、今年
度の海外派遣事業に活かした。
シンガポールでは、ヤマザ
キマザック株式会社やシン
ガポール国立大学附属数理
学校など、大口町ならでは
の研修先で現地の人々と交
流を深め、帰国後の報告会
では、参加者各々が研修成果、
今後の目標を発表した。

ヘルメット購入補助の周知・啓発と、重大な自転車事故を
防ぐため、着用を促すさらなる取り組みをお願いしたい。

世界的メーカーに協力いただき有意義であったのでは。今後
も自身の人生、本町の発展のために継続し、夢のある事業へ!!

もっとがんばれ がんばれ

令和5年12月定例会にて質問令和5年12月定例会にて質問

「
人
生
1
0
0
年
時

代
」
が
提
唱
さ
れ
た
経
緯
は
。

あ
る

海
外
の
研
究
に
お
い
て
、
日

本
で
2
0
0
7
年
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
寿
命
が
1
0
7

歳
に
な
る
と
推
測
さ
れ
た
こ

と
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
内
閣
府
が
開
催

し
た
人
生
1
0
0
年
時
代
構

想
会
議
に
お
い
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て

の
年
代
に
お
い
て
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
生
涯
教
育
と
活
躍

の
場
の
必
要
性
と
併
せ
、
国

民
全
体
が
元
気
に
活
躍
し
続

け
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
の
人
材
へ
の
投
資
が
重
要

で
あ
る
と
の
報
告
が
さ
れ
、

平
成
30
年
に
は
人
づ
く
り
革

命
基
本
構
想
が
ま
と
め
ら
れ

た
。

　
高
齢
者
の
分
野
で
は
、
高

年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康

確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
通
称
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て

い
る
。

「
人
生
1
0
0
年
時

代
」
に
向
け
た
本
町
の
見
解

や
今
後
の
取
り
組
み
は
。高

齢

者
の
皆
さ
ん
が
、
悔
い
な
く

豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
介
護
予
防
と
し
て

生
活
習
慣
病
や
重
症
化
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
継
続
し
て
呼
び
か
け
て

い
く
。

　
加
え
て
、
住
民
の
誰
も
が
、

こ
の
大
口
町
に
お
い
て
健
康

で
生
き
が
い
を
も
っ
た
生
活

を
送
り
、
自
ら
の
持
て
る
能

力
や
地
域
の
支
え
合
い
に
よ

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
望
む
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

現
在
の
不
登
校
児
童

・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

担
任

を
中
心
に
電
話
や
連
絡
帳
に

よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
家
庭
訪
問
も
定
期
的
に

行
な
っ
て
い
る
。
対
象
の
児

童
・
生
徒
の
状
況
に
よ
り
別

室
登
校
を
促
し
、
適
応
指
導

教
室
に
つ
な
げ
る
対
応
を
し

て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
同
士
で

の
体
験
活
動
や
社
会
的
自
立
、

生
活
力
向
上
の
支
援
は
。小

学

校
5
年
生
、
中
学
校
2
年
生

は
自
然
体
験
活
動
（
宿
泊
）

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各

学
校
で
縦
に
割
っ
た
異
学
年

交
流
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
、
上
級
生
は
下
級

生
を
導
く
ス
キ
ル
を
、
下
級

生
は
上
級
生
に
あ
こ
が
れ
を

も
つ
な
ど
、
社
会
的
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
る
こ
と
に
つ
な

げ
て
い
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒

の
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

学
校

に
来
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
児
童
生
徒
に
は
、
保
健
室

や
別
室
で
学
習
の
補
填
を
し
、

教
育
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

適
応
指
導
教
室
を
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
、
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
。
現
在
は

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
が

進
み
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
い
動
画
視
聴
や
ド
リ
ル
問

題
も
し
て
い
る
。

国
の
施
策
・
事
業
が

地
方
財
政
に
影
響
は
な
い
か
。

町
税

収
入
の
依
存
度
が
高
く
、
安

定
し
た
固
定
資
産
税
の
財
源

に
よ
り
、
今
し
ば
ら
く
は
財

政
体
力
の
維
持
が
図
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
次
代
へ
の
備
え
と

し
て
「
財
政
調
整
基
金
の
確

保
」
に
よ
り
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
行
財
政
運
営
に

努
め
る
。

「
1
0
3
万
円
の
壁

引
き
上
げ
」
の
影
響
を
試
算

し
て
い
る
か
。

年
収

が
1
0
3
万
円
を
超
え
る
と

所
得
税
が
生
じ
る
「
年
収
の

壁
」
に
つ
い
て
、
こ
の
額
を

1
7
8
万
円
に
引
き
上
げ
た

場
合
、
本
町
で
は
、
約
4
億

8
千
万
円
の
税
収
減
が
見
込

ま
れ
る
も
の
と
試
算
し
て
い

る
。

「
1
0
3
万
円
の
壁

引
き
上
げ
」
が
令
和
7
年
度

か
ら
施
行
さ
れ
た
場
合
、
新

年
度
予
算
へ
の
影
響
は
。十

分

な
税
収
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
と
「
不
交
付
団
体
」
の
扱

い
と
な
り
、
減
収
分
は
補
填

さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

R6.12定例会一般質問（大竹議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（宮川議員）

YouTube
動画

R6.12定例会一般質問（丹羽議員）

YouTube
動画

あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を11年前の一般質問年前の一般質問��その後をその後を1年前の一般質問�その後を

追跡追跡!!!!追跡追跡!!!!追跡!!
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回答を受けて 回答を受けて
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文教福祉常任委員会

先
進
地
視
察
を
参
考
に
し
た
政
策
の
推
進
を

文教福祉常任委員会が県外行政視察、議会運営委員会が視察受け入れを実施

議員活動は、定例会中に限りません。
閉会中には各委員会で所管に関する
視察研修や研究をしています。

委員会レポート　－視察報告－

ようこそ大口町へ 宮城県南三陸町議会 来庁　10月9日

大
阪
府
豊
中
市『
豊
中
あ
ぐ
り
』視
察
　
10
月
8
日

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
人
口

減
少
に
よ
る
自
治
体
の
財
政

圧
迫
、
人
材
不
足
な
ど
か
ら
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
懸

念
さ
れ
る
。
高
齢
者
が
健
康

で
あ
る
こ
と
は
「
予
防
福
祉
」

と
な
る
。
健
康
の
維
持
に
は
、

健
康
を
意
識
（
心
掛
け
）
、

社
会
活
動
へ
の
参
加
、
そ
し

て
生
き
が
い
（
喜
び
や
楽
し

み
）
を
感
じ
る
こ
と
が
良
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
観
点
か
ら
、
よ
り
多
く
の

町
民
の
み
な
さ
ま
が
健
康
に

生
活
で
き
る
「
予
防
福
祉
」

に
繋
が
る
施
策
等
に
つ
い
て

の
調
査
・
研
究
が
今
年
度
の

テ
ー
マ
で
あ
る
文
教
福
祉
常

任
委
員
会
で
は
、
大
阪
府
豊

中
市
に
あ
る
『
豊
中
あ
ぐ
り
』

を
視
察
。
「
定
年
後
の
男
性

を
孤
立
さ
せ
な
い
＝
男
性
の

居
場
所
と
役
割
づ
く
り
」
を

模
索
す
る
中
で
、
農
業
を
通

し
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
も

っ
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
、
現
在
で
は
地
域

福
祉
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

現
状
に
お
い
て
「
豊
中
あ
ぐ

り
」
は
、
豊
中
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
中
核
団
体
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
日
々

多
く
の
団
体
が
活
動
し
、
本

町
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
豊
中
市
に
お
い
て

は
、
そ
う
し
た
多
く
の
団
体

（
資
源
）
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
効
率
よ
く
目
的

を
実
現
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

必
要
性
を
感
じ
た
。
こ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
、
今
年
度
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
そ
の
在
り

方
を
考
慮
し
て
い
き
た
い
。活動紹介資料

南三陸町議会の皆様とともに本町議場にて 視察の様子

　南三陸町議会では、議会改革の一環としてペーパーレス化導入を控えており、本町の本会議・委員会での活
用事例を参考にしたいとのことで、実際にタブレット端末の操作を体験していただいた。
　来庁当時は、両町間で災害相互応援協定締結が進められている最中ということもあり、非常にご縁を感じる
とともに、今後とも両議会の発展に向けて交流を深めていくことができればと思う。
　その後、協定は11月12日をもって無事締結された。

災害相互応援協定とは
　両町が災害で被災した際に、「救援、
防疫、応急復旧等に必要な職員の派遣」
「食料、飲料水及び生活必需品並びに
その供給にあたり必要な資機材の提供」
「被災者の受入れ及び住宅のあっせん」
「災害応急対策に必要な車両及び資
機材の提供」等を行うものです。

豊中市社会福祉
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議員って何をしているの？
令和6年11月～令和7年1月の主な活動です
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「議員って何かはしてるとは
思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。

「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

ふれあいまつり参加
あいにくの雨天でしたが、アン
ケートを実施し、120名の方々
にご協力いただけました。

大口町消防観閲式出席
日々本町の安心安全を支えてく
ださる消防団員のみなさま方に
敬意を表します。

西児童クラブ建設視察
建設中の西児童クラブの工事進
捗状況を視察しました。
工事は順調で、令和7年2月完
成予定です。

本会議・委員会など

ふれあいまつり
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特集　議会報告会を5年ぶりに開催しました
議長・年頭あいさつ
質疑あれこれ
委員会及び議員提出議案
請願・陳情
町政を問う　一般質問
委員会レポート
議員って何をしているの？

目　　次
2～3
4

5～6
7
8

9～13
14
15

議会だより議会だより議会だより

会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

3月定例会予定
3月 4日（火） 開会・提案説明

6日（木） 一般質問
7日（金） 一般質問

11日（火） 議案質疑
12日（水） 議案質疑・委員会付託
14日（金） 総務建設常任委員会
18日（火） 文教福祉常任委員会
25日（火） 討論・採決・閉会

※日程は、変更になる場合があります。
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大口町議会大口町議会
ホームページホームページ
大口町議会
ホームページ

議長席から見た議員席の様子です。

定例会の様子はリアルタイムで映像配信されますが、傍聴も

可能です。多くの方々に議場に足を運んでいただいて、緊張

感を感じていただければ幸いです。また、近隣市町では珍し

い楕円形でクラシカルな趣きのある議場もご覧ください。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　高齢化に伴って「免許の返納を」と言われるが、
現在のコミュニティバスの運行では利用し難い。
乗合タクシーのようなもっと利用しやすい移動
手段の確保をお願いしたい。

（河合さん　外坪地区）

　夕方のバスの時間が中途半端で買い物に使い
づらい、主婦にも優しいコミュニティバスにし
て欲しい。

（酒井さん　上小口地区）

～大口町に期待することは？～

▲12月定例会初日
議場にて

（関連記事 P.16）

▲12月定例会初日
議場にて

（関連記事 P.16）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。
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